
「潜水服は蝶の夢をみる」  

 

自由奔放に 42 歳まで生きてきた男が、或る日突然脳幹部障害による locked in syndrome

（綴じ込み症候群）に陥る。過去の記憶と想像力は充分に保たれたまま、見開かれた左眼

の開眼合図を通してテラピスト、家族、友人そして恋人と交流する切なくも美しい仏映画

です。  

見どころは執拗なまでのテラピストの訓練、妻や子の愛と悲しみ、それに障害者の戸惑い

の目でしょうか。  

 

2008.3.13  

理事長 市丸 喜一郎  

 

※追記：鑑賞されましたらチケットの半券を私に持参されましたら 1,000円で買い上げま

す。その際 1,2行の批評（感想）が添えてあれば嬉しいのですが。 


